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苫前小学校1・2年生が三渓貯水池（三渓ダム）で川エビ捕りの野外

授業を実施

道立水産ふ化場増毛支場の協力を得て、児童は水着姿で川底をザ

ルですくい、エビの生態をじっくり眺めていた

その姿を見ていると、童心にかえった気分を味わうことができた

（７月１５日学社融合事業の一環により）



～馬とあそぼう！２～ 

七
月
二
十
五
日
苫
前
町
乳
牛
共
進

会
が
、
上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
で

開
催
さ
れ
、
町
内
酪
農
家
の
自
慢
の

乳
牛
三
十
四
頭
に
よ
り
六
部
門
に
分

か
れ
優
秀
牛
を
競
い
合
っ
た
。

審
査
員
に
は
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

北
海
道
道
東
事
業
所
の
千
葉
義
弘
業

務
課
長
を
招
き
審
査
が
行
わ
れ
、
各

部
門
別
に
序
列
を
決
定
し
、
骨
格
や

体
の
バ
ラ
ン
ス
、
乳
房
の
形
な
ど
の

審
査
選
考
の
説
明
に
は
、
酪
農
家
た

ち
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ま
た
、
各
六
部
門
の
優
勝
牛
の
中

で
チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
が
競
わ
れ
、
未
経

産
牛
で
は
、
中
嶋
隆
司
さ
ん
（
字
岩

見
）
出
陳
の
ク
レ
ス
タ
・
マ
ー
カ

ー
・
オ
ブ
・
デ
ア
レ
ス
ト
が
グ
レ
ー

ド
チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
に
、
経
産
牛
で
は
、

丹
羽
秀
樹
さ
ん
（
字
岩
見
）
出
陳
の

フ
ォ
ー
カ
ス
ト
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
マ

リ
ア
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
に

見
事
選
ば
れ
た
。

な
お
、
各
部
門
の
成
績
は
次
の
と

お
り
（
各
部
門
一
位
の
み
）

▽
第
一
部
（
８
ヶ
月
以
上
12
ヶ
月
未
満
）

パ
ブ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ー
・
ト
ッ
プ
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
伊
藤
雅
史
／
岩
見
）

▽
第
二
部
（
12
ヶ
月
以
上
18
ヶ
月
未
満
）

ク
レ
ス
タ
・
チ
ェ
ン
キ
ー
・
ア
ス
タ

ー
・
エ
ン
ゼ
ル
（
中
嶋
隆
司
／
岩
見
）

▽
第
三
部
（
18
ヶ
月
以
上
24
ヶ
月
未
満
）

ク
レ
ス
タ
・
マ
ー
カ
ー
・
オ
ブ
・
デ

ア
レ
ス
ト
（
中
嶋
隆
司
／
岩
見
）

▽
第
四
部
（
36
ヶ
月
未
満
経
産
牛
）

フ
ォ
ー
カ
ス
ト
・
ア
ス
ト
ア
・
ル
ー

レ
ッ
ト
（
丹
羽
秀
樹
／
岩
見
）

▽
第
五
部
（
36
ヶ
月
以
上
60
ヶ
月
未

満
）
フ
ォ
ー
カ
ス
ト
・
ゴ
ー
ル
デ

ン
・
マ
リ
ア
（
丹
羽
秀
樹
／
岩
見
）

▽
第
六
部
（
60
ヶ
月
以
上
経
産
牛
）

グ
レ
ナ
フ
ト
ン
・
ヘ
イ
ブ
ン
・
チ
ャ

ー
ル
ズ
（
寺
林
康
治
／
旭
）
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第
51
回
苫
前
町
乳
牛
共
進
会

自
慢
の
乳
牛
競
い
合
う

こ
の
事
業
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
商
工
青
年
部
を

中
心
に
準
備
が
進
め
ら
れ
、
ど
さ
ん
こ
13
頭
・
ポ
ニ

ー
５
頭
に
よ
る
「
一
日
い
っ
ぱ
い
遊
び
放
題
コ
ー
ス
」

と
「
50
分
散
策
コ
ー
ス
」
の
ほ
か
、
風
車
パ
ネ
ル
展

や
駄
菓
子
・
特
製
カ
レ
ー
・
特
産
品
が
販
売
さ
れ
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
風
車
ク
イ
ズ
が
実
施
さ
れ

た
。
参
加
者
は
親
子
連
れ
が
多
く
、

緑
の
牧
草
地
の
中
で
、
滅
多
に
味
わ

え
な
い
引
き
馬
を
楽
し
ん
で
い
た
。

ま
た
、「
50
分
散
策
コ
ー
ス
」
で
は
、

広
大
な
牧
草
地
に
39
基
の
風
車
群
が

立
ち
並
ぶ
日
本
海
を
一
望
で
き
る
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は

「
こ
の
景
色
に
感
動
し
ま
し
た
。」
と
、

馬
に
乗
り
散
歩
で
き
る
贅
沢
さ
を
十

分
に
満
喫
し
て
い
た
。
商
工
青
年
部

西
部
長
は
、「
来
年
も
是
非
実
施
し
て
、

こ
の
事
業
を
定
着
で
き
れ
ば
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
た
。

グランドチャンピョンのフォーカスト・ゴー
ルデン・マリア（丹羽秀樹さん＝岩見）

小麦収穫作業からのひとコマ！小麦の作付け
は町内約９０haあり、今年は干ばつの影響か
ら、平年並みの見込みとのこと

７月２７日上平共同利用模範牧場内を会場
に、ホーストレッキングが開催され、札幌・
旭川・滝川・留萌など町外から73名、韓国ボ
ーイスカウト40名など総勢200名が参加し、
馬と戯れる一日を楽しんだ。

グレードチャンピョンのクレスタ・マーカ
ー・オブ・デアレスト（中嶋隆司さん＝岩見）

第
51
回
苫
前
町
乳
牛
共
進
会
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担ぎ手の熱気が観客の心を熱くする。祭りの楽しみ方は 
色々あるけど、祭りが来ると夏本番。 
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六
月
三
十
日
午
前
十
時
よ
り
役
場

町
長
室
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
長

年
の
御
労
苦
並
び
に
業
績
に
対
し
、

久
保
田
前
町
長
へ
斉
藤
助
役
・
広
瀬

教
育
長
他
課
長
職
数
名
が
見
守
る

中
、
森
町
長
よ
り
感
謝
状
並
び
に
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

北留萌消防組合

苫前・古丹別両地区開催

７月５日（土）古丹別リバーサイドパークゴルフ場、同月

１３日苫前パークゴルフ場でそれぞれ、北留萌消防組合「火

の用心杯パークゴルフ大会」が開催され、白熱した試合が展

開された。

両
地
区
で
行
わ
れ
た
今
大
会
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
、
日
頃
の
防
火
思
想

の
普
及
を
目
的
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

愛
好
者
を
中
心
に
古
丹
別
地
区
四
十

三
名
、
苫
前
地
区
三
十
二
名
が
参
加

し
た
、。

大
会
は
両
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ル

ー
ル
に
基
づ
き
、
三
人
一
組
に
わ
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
六
ホ
ー
ル
で
競

わ
れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
で
る
な

ど
、
好
プ
レ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

競
技
は
、
優
勝
・
準
優
勝
の
他
、

支
署
長
賞
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
な

ど
十
賞
が
設
け
ら
れ
、
結
果
は
優
勝

が
東
川
の
滝
本
哲
夫
さ
ん
、
古
丹
別

支
署
長
賞
に
は
古
丹
別
の
山
本
美
智

子
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

（
上
位
五
名
の
み
）

▽
優
　
勝
　
滝
本
哲
夫
（
一
〇
二
）

準
優
勝
　
黒
部
　
実
（
一
〇
四
）

第
一
位
　
宮
本
信
雄
（
一
〇
六
）

第
二
位
　
佐
藤
哲
夫
（
一
〇
八
）

第
三
位
　
草
薙
　
寛
（
一
〇
九
）

火の用心杯パークゴルフ

競
技
は
、
優
勝
・
準
優
勝
の
他
、

ト
ビ
賞
や
特
別
賞
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
優
勝
は
苫

前
の
草
薙
寛
さ
ん
、
特
別
賞
に
は
古

丹
別
の
宮
本
兵
一
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

（
上
位
五
名
の
み
）

▽
優
　
勝
　
草
薙
　
寛
（
一
〇
八
）

準
優
勝
　
佐
藤
哲
夫
（
一
〇
九
）

第
三
位
千
代
谷
由
夫
（
一
一
〇
）

第
四
位
年
代
喜
美
夫
（
一
〇
八
）

第
五
位
　
宮
本
信
雄
（
一
〇
九
）

古
丹
別
地
区

苫
前
地
区

久
保
田
前
町
長
へ

感
謝
状
贈
呈

★　北海道の山登りに来ましたが、10日間も雨に見舞
われ山に登れず、塩狩ユースホステルに行ったと
き、パンフレット見て訪ねました。

14.7.21 新潟市　女性
★　もっと町のところに現場があると思っておりまし
た。前から一度は来たいと思っておりました。は
っきりいって今でも、熊が出ても不思議ではあり
ません。 2.7ｍのでかい熊の生態と開拓当事の苦
労が分かりました。又、災難を乗り越え観光に活
かす地元の人の熱意に感動。

14.7.31 一人の旅人
★　本を何度も読み、一度来たいと思っておりました。
今でもこんなに、ハチやブヨが多い所によく開拓
に入りこんだと思います。妙にきれいに作ってい
なくて「恐ろしさ」そのままです。

14.8.4 埼玉より
（イメージアップ苫前推進協議会）

～感想記帳拾い読み～その三

九
重
の
柴
田
房
夫
さ
ん
宅
で
エ

ン
ゼ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
（
別
名
ダ

ツ
ラ
）
が
六
月
下
旬
満
開
に
咲
き

誇
っ
て
い
た
。
こ
の
花
は
、
ナ
ス

科
の
植
物
で
原
産
地
は
中
南
米
・

イ
ン
ド
と
寒
さ
に
弱
く
、
家
庭
で

育
て
る
に
は
、「
水
と
肥
料
の
手

入
れ
が
大
変
だ
け
ど
、
花
作
り
は

健
康
の
た
め
に
」
と
キ
ク
エ
さ
ん

（
妻
）
は
い
う
。

う
ま
く
い
け
ば
、
年
４
〜
５
回

は
花
を
つ
け
て
く
れ
る
と
の
こ

と
。
今
年
は
例
年
よ
り
つ
ぼ
み
の

数
も
多
く
、
住
宅
前
を
通
り
か
か

る
人
が
観
賞
し
て
い
く
こ
と
も
。

次
は
８
月
頃
満
開
を
迎
え
る
。
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町
道
栄
浜
線
の
除
草
奉
仕

七
月
十
一
日
「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
」
前
の
町
道
栄
浜
線
歩
道
を

留
萌
開
発
建
設
部
発
注
の
国
道
情
報

ボ
ッ
ク
ス
設
置
工
事
を
請
け
負
っ
て

い
る
「
大
和
・
田
端
・
植
村
Ｊ
Ｖ
」

六
十
名
の
作
業
員
が
作
業
の
合
間
を

ぬ
っ
て
、
奉
仕
活
動
と
し
て
除
草
剤

の
散
布
並
び
に
草
取
り
を
行
っ
た
。

歩
道
は
見
事
に
き
れ
い
に
な
り
、
通

り
す
が
り
の
方
も
喜
ん
で
い
る
。

来る8月24日（日）に留萌管内を舞台にト

ライアスロン大会が開催される。今年の苫

前町出場選手は、昨年出場した４名のほか、

新たに競技種目に追加されたリレーチーム

１組が出場する。また、友好町長島町から

は、市野善隆選手（４回目）も出場する予

定。沿道での皆様の応援をよろしくお願い

します。

伊藤　優

力昼漁港胸壁画完成
２作品で最終を飾る

七
月
二
十
日
力
昼
小
学
校
、
同
月

二
十
五
日
苫
前
商
業
高
等
学
校
の
生

徒
が
、
そ
れ
ぞ
れ
力
昼
漁
港
の
胸
壁

を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
思
い
思
い
の
絵
を

描
き
い
た
。
平
成
９
年
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
壁
画
も
今
年
で
７
年
目
で
十

三
作
品
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
作
品

も
含
め
力
作
ば
か
り
。
キ
ャ
ン
パ
ス

と
な
る
胸
壁
も
こ
れ
で
す
べ
て
埋
ま

っ
た
形
と
な
り
、
十
三
枚
の
壁
画
が
、

道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
。

力昼小学校児童による「希望」と題して
凧揚げをイメージした作品

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

消防署古丹別支署、苫前支署では地域住民の皆様に救急業務に対する理解と認識を深め、合わせ
て応急手当の知識及び技法の普及を図るため、９月７日から１３日まで救急医療週間を実施します。

いざという時のために応急手当の方法を覚えよう！
１　日　　時 ９月９日（火）18：00～21：00
２　場　　所 消防署古丹別支署２階会議室
３　受講対象 １５歳以上の町民
４　申 込 先 消防署古丹別支署もしくは苫前支署
５　募集締切 講習日当日まで受付
６　受 講 料 無　料

消防署古丹別支署前の花壇がリニューアル
２４６０個の空き缶を集め、手作りによる
『火の用心』。色も白・赤・緑とカラフルだ

応急手当普通救命講習会を次のとおり開催します

ので、この機会に是非受講していただき、正しい知

識と技法を習得され、いざという時に勇気を持って

救命処置を実施して頂きたいと願っています。

リレーチーム

早川　尚

佐藤隆裕 出野浩司

市野善隆 服部千春
(スイム）

佐々木匡
(バイク）

合田真智子
(ラ　ン)

第17回日本海オロロンライン
トライアスロン国際大会

苫前商業高校生徒による「夜苫」と題し
て月夜の苫前海岸をイメージした作品
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特
に
閉
経
後
の
女
性
は
、
骨
を
守
る

働
き
を
す
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
低
下

し
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
か
か
り
や
す

く
な
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
女
性
で

は
、
三
人
に
一
人
が
骨
粗
し
ょ
う
症

域
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放

っ
て
お
く
と
、
骨
折
や
寝
た
き
り
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

骨
量
は
二
十
歳
く
ら
い
ま
で
に

ピ
ー
ク
に
到
達
！

骨
づ
く
り
は
十
代
の
成
長
期
に
！

十
代
の
成
長
期
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を

十
分
に
取
り
、
し
っ
か
り
運
動
し
て

最
大
骨
量
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
成
長
期
を
過
ぎ
て
い
る
方
で
も

次
の
方
法
で
骨
量
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
転
ん
だ
り
、

つ
ま
ず
き
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
の

は
、
年
を
と
る
と
誰
し
も
経
験
す
る

こ
と
で
す
。

身
体
の
骨
も
も
ろ
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ん
な
出
来
事

が
す
ぐ
に
骨
折
に
結
び
つ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
背
が
縮
ん
だ
り

腰
が
曲
が
っ
た
り
、
痛
ん
だ
り
と
し

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
今
ま
で
は
す

べ
て
「
年
の
せ
い
」
で
片
づ
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
「
骨
粗
し

ょ
う
症
」
と
い
う
病
気
で
あ
る
こ
と

が
判
っ
て
き
て
、
予
防
法
や
早
期
発

見
法
、
治
療
法
が
進
歩
し
て
き
て
い

ま
す
。

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
と
は

私
た
ち
の
身
体
の
骨
を
支
え
る
骨

の
量
が
減
っ
て
、
ス
が
入
っ
た
よ
う

に
な
る
病
気
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

骨
は
、
新
し
い
骨
を
作
る
も
の
と

古
い
骨
を
壊
す
も
の
が
上
手
く
働
い

て
絶
え
ず
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
何
ら
か
の
原
因
で
こ
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
骨
の
主
成
分
で
あ

る
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
量
が
減
っ
て

骨
が
も
ろ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る

た
め
に

①
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
と
る

・
牛
乳
・
乳
製
品
を
と
る

・
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
を
と
る

②
日
光
浴
を
す
る

③
運
動
を
す
る

こ
の
３
つ
を
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
続
け

る
だ
け
で
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見
の
た

め
、
毎
年
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

☆
対
　
象

30
歳
〜
70
歳
ま
で
の
女
性

☆
期
　
間

10
月
か
ら
来
年
の
１
月
ま
で

☆
検
診
場
所

苫
前
厚
生
病
院

今
後
、
回
覧
で
周
知
す
る
予
定
で

す
の
で
、
詳
し
く
は
回
覧
を
ご
覧
下

さ
い
。

健

康

ば

ん

ざ

い

「
コ
ツ
コ
ツ
予
防
！
骨
粗
し
ょ
う
症
」

今
月
の
担
当
は
新
田
保
健
師
で
す
。

◎不明な点がございましたら、町民課内在宅介護支援センター
（�4-2211内線273）へお気軽にご照会願います。

介護保険制度では、在宅でサービスを受けるか、
施設に入所してサービスを受けるかは利用者本人
が選択することとなります。施設サービスを利用
できるのは要介護１～要介護５までの要介護認定
を受けた方に限られます。

介護保険で利用できるサービス（施設サービス）
介
護
保
険
利
用
施
設

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

入浴、食事、排泄、着替えなど日常生活
上の世話、機能訓練、健康管理、レクリ
エーション等

介護やリハビリ、必要な医療を行い、在
宅生活への復帰を目指すリハビリ施設

療養上の管理、看護や医学的管理のもと

での介護や世話、機能訓練等施設サービスを利用したときの自己負担は？
施設サービス費の１割＋食費（標準負担額）＋日常生活費（理美容代等）

費用のめやす（１ヶ月の自己負担）

介護老人
福祉施設

施設サービスは利用できません

介護老人
保健施設

介護療養型
医療施設

20,310円

22,440円

24,540円

26,670円

28,770円

24,570円

26,040円

27,630円

29,250円

30,840円

24,030円

25,590円

27,150円

28,630円

30,240円

要介護度

要 支 援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

食費の標準負担額（１ヶ月の自己負担分）

(1)住民税課税世帯の方
約23,400円（1日780円）

(2)住民税非課税世帯の方
約15,000円（1日500円）

(3) (2)の方で生活保護･老齢福祉年金受給者
約 9,000円（１日300円）
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「気管支」のせきは、多くはありませんが、肺炎や

気管支炎、喘息などを含み、症状は最も重いものにな

ります。

気管支に、ばい菌やウイルスが入り込んで増えてい

くと、そこに炎症を起こし、せきと熱が出ます。この

せきは、入り込んできたものを外に出す、体の防御作

用です。これが「気管支炎」で、さらに悪化すると

「肺炎」につながることがあります。 「肺炎」は、よ

く胸の音がよくないと医師に言われるので、「ぜーぜー」

と音がすると心配になると思います。しかし、よく聞

こえる音は肺炎の音ではありません。

また、熱はなく夜から朝にかけてのせきと息苦しさ

がある場合、「喘息」である可能性があります。これは、

主にアレルギーが原因で気管支が炎症を起こして狭く

なり、そのため息が吐きにくくなるために起きる症状

です。

「ヒューヒュー」とした高い音が息を吐くときに聞

かれます。吸入などが必要なことが多いので、苦しい

ときは時間にかかわらず受診したほうがいいでしょう。

また、症状は繰り返される可能性があり、病院での指

示に従ってください。

「気管支」のせきの治療の際、気管支を広げる薬や

痰を取り除く薬が処方されます。市販されている単純

にせきを止めるだけの薬を使うと、せきは止まっても

痰が出しにくくなり、症状を悪化させることがありま

す。せきは痰を出すための役割もあります。

北海道立羽幌病院

子どもの症状の見分け方やその対処 せき～その３

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

Ｑ
　
先
日
、
役
場
か
ら
“
医
療
費
の

お
知
ら
せ
”
が
届
い
た
の
で
見
る

と
、
医
療
費
の
欄
に
は
我
家
で
病

院
に
支
払
っ
た
金
額
の
三
倍
も
の

額
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

医
療
費
と
は
、
こ
ん
な
に
か
か

っ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
苫
前
町
の
国
保
で
は
年
六
回

“
医
療
費
の
お
知
ら
せ
”
を
加
入

　
者
の
み
な
さ
ん
に
送
付
し
て
お
り

　
ま
す
。

　
　
“
医
療
費
の
お
知
ら
せ
”
は
、

実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
総
額

（
十
割
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
っ
て
い
る
の
は
、
一
般
の

方
は
、
そ
の
う
ち
の
三
割
、
ま
た

は
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
は

一
割
（
若
し
く
は
一
定
以
上
所
得

者
の
方
は
二
割
）
に
あ
た
る
金
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

医
療
費
の
お
知
ら
せ
に
表
示
し
て

あ
る
金
額
と
支
払
っ
た
金
額
に
は

大
き
な
差
が
あ
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
大
き
な
差
額
の
分
は
、

皆
さ
ん
に
納
め
て
頂
い
て
い
る
保

険
税
と
国
・
道
・
町
の
負
担
金
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。特

に
国
保
の
場
合
は
、
医
療
を

必
要
と
す
る
機
会
の
多
い
年
齢
の

高
い
方
の
加
入
が
多
く
、
毎
年
医

療
費
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
医
療
費
が
増
加
す

る
と
、
保
険
税
が
増
加
す
る
こ
と

と
な
り
、
皆
さ
ん
の
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
の
で
、
国
保
を
健
全

に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
も
加
入

者
の
皆
さ
ん
が
そ
の
義
務
で
あ
る

保
険
税
を
き
ち
ん
と
納
め
て
、
日

頃
か
ら
健
康
づ
く
り
や
上
手
な
受

診
を
心
が
け
、
医
療
費
を
有
効
に

使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。こ

の
よ
う
な
事
か
ら
も
医
療
費

に
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
“
医
療
費
の
お
知
ら
せ
”
が
届

い
た
ら
必
ず
見
る
よ
う
に
心
が
け

て
下
さ
い
。

お
　
知
　
ら
　
せ

苫
前
町
国
保
で
は
、
加
入
者
の
支
払
う
医
療
費
が
著
し
く
高
額
と
な

り
、
い
っ
た
ん
自
己
負
担
し
て
支
払
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
支
払
い
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
（
無
利
子
）

の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
民
課
し
あ
わ
せ
係
国
保
担
当

（
四
―
二
二
一
一
内
線
二
七
一
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

み
ん
な
の
国
保
Ｑ
＆
Ａ
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着
衣
泳
体
験

ラ
ッ
コ
浮
で
き
た
！

町
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
で
七
月
七
日
苫

小
六
年
生
が
、
同
月
十
四
日
に
は
同

小
三
年
生
と
苫
中
二
年
生
が
着
衣
泳

体
験
教
室
を
実
施
し
た
。

夏
休
み
を
前
に
水
難
事
故
か
ら
身

を
守
る
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
実
際
に
長
袖
の
ジ
ャ
ー
ジ
姿

で
プ
ー
ル
に
入
り
、
歩
い
た
り
泳
い

だ
り
し
た
。

水
に
つ
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
重
い
」「
体
が
締
め
付
け
ら
れ
る
」

と
話
し
、
思
う
よ
う
に
泳
げ
な
い
こ

と
も
実
感
し
て
い
た
。

も
し
も
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な

苫
小
三
年
十
一
名
が
七
月
十
日
力

昼
前
浜
で
、
地
引
網
体
験
を
実
施
。

羽
幌
の
水
産
技
術
普
及
指
導
所
の
協

力
を
得
な
が
ら
二
回
実
施
し
、
ウ
グ

イ
や
タ
ナ
ゴ
、
ぎ
ん
ぽ
、
え
び
、
か

に
な
ど
十
数
種
類
の
魚
類
等
が
捕
獲

さ
れ
、
中
に
は
ふ
ぐ
、
豆
イ
カ
の
姿

も
あ
っ
た
。

苫
前
沿
岸
の
中
で
も
、
力
昼
前
浜

は
海
草
が
多
く
、
い
ろ
ん
な
種
類
の

魚
が
生
息
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
見
た
こ
と
の
な
い
魚

に
目
を
輝
か
せ
、
魚
を
両
手
で
す
く

い
な
が
ら
「
こ
の
魚
、
な
に
」
と
先

生
に
質
問
し
て
い
た
。

学社融合

管
内
中
体
連
苫
前
勢
大
活
躍

古
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
優
勝
（
全
道
大
会
へ
）

七
月
に
開
催
さ
れ
た
中
体
連
で
苫

前
勢
が
大
活
躍
。
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
は
、
古
丹
別
中
が
優
勝
を
決
め

全
道
大
会
出
場
を
果
た
し
た
。
ま
た
、

個
人
種
目
で
は
古
丹
別
中
か
ら
卓
球

男
子
で
松
原
尚
也
（
３
位
）・
花
井
大

地
（
４
位
）
・
計
良
優
太
（
５
位
）
・

同
女
子
で
今
静
香
（
８
位
）、
剣
道
で

東
谷
宗
光
（
４
位
）
が
、
苫
前
中
か

ら
は
陸
上
男
子
に
お
け
る
走
高
跳

（
１
位
）
・
三
種
競
技
Ａ
（
１
位
）
の

籾
山
隼
人
、
水
泳
で
女
子
平
泳
ぎ
百

ｍ
（
１
分
22
秒
40
）
及
び
二
百
ｍ（
２

分
56
秒
81
）
で
合
田
瑞
枝
・
女
子
自

由
形
四
百
ｍ
（
５
分
８
秒
68
）
及
び

同
八
百
ｍ
（
10
分
37
秒
75
）
で
宮
野

菜
緒
が
全
道
大
会
出
場
を
決
め
た
。

ま
た
、
陸
上
競
技
で
は
３
年
連
続
古

丹
別
中
が
男
女
総
合
優
勝
を
果
た
し

て
い
る
。
全
道
大
会
は
、
７
月
下
旬

か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、
全
道
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

全
道
大
会
に
向
け
、
古
丹
別
中
女

子
バ
レ
ー
部
主
将
伊
藤
優
美
選
手
は

「
管
内
代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な

い
試
合
を
し
、
全
国
大
会
出
場
を
目

指
し
た
い
。」と
語
っ
て
く
れ
、
個
人

競
技
に
出
場
す
る
各
選
手
も
「
自
分

の
力
を
精
一
杯
出
し
、
一
試
合
で
も

多
く
勝
ち
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
た
。

古中バレーボール部

東谷くん

花井くん 今　さん

計良くん 松原くん

古中卓球部

っ
た
と
き
は
、
あ
お
む
け
に
お
腹
を

突
き
出
し
、
頭
を
沈
め
呼
吸
を
確
保

す
る
「
ラ
ッ
コ
浮
き
」
を
し
な
が
ら
、

助
け
を
待
つ
こ
と
を
指
導
。
最
近
で

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
が
浮
い
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
ご
の
下
に
挟

む
こ
と
で
、
浮
き
や
す
く
な
る
こ
と

も
学
ん
で
い
た
。

地
引
網
体
験

力
昼
前
浜
で

籾山くん

宮野さん 合田さん

戸
籍
の
小
箱

渡
部
　
桜
乙

さ
く
ら

和
人
／
江
利
子

６
月
15
日
古
丹
別

橋
場
　
星
宙

そ

ら

拓
人
／
千
景
６
月
20
日
古
丹
別

蓮
見
侑
梨
愛

ゆ

り

あ

芳
昭
／
尚
子
６
月
21
日
力
　
昼

横
内
　
　
奬

ま
さ
し

淳
／
美
津
子
６
月
23
日
苫
　
前

杉
本
　
優
歌

ゆ
う
か

武
春
／
安
代
６
月
27
日
力
　
昼

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

二女二男長女三男長女

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

佐
々
木
與
次
郎
（
84
歳
）
７
月
４
日

上
　
平

濱
本
　
照
江
（
75
歳
）
７
月
６
日

古
丹
別

石
川
　
良
夫
（
74
歳
）
７
月
10
日

苫
　
前

古
谷
　
　
清
（
77
歳
）
７
月
11
日

苫
　
前

伊
藤
　
　
正
（
89
歳
）
７
月
15
日

九
　
重

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

池
　
田
　
公
　
也
（
羽
幌
町
）
對
　
馬
　
千
　
歩
（
古
丹
別
）

大
　
橋
　
　
　
満
（
古
丹
別
）
花
　
山
　
千
賀
子
（
古
丹
別
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末

長

く
お

幸

せ

に

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

羽
幌
町
　
折
り
梅
上
映
実
行
委
員
会

寺
田
千
恵
子
　
様

ご
厚
志
に

感
謝
し
ま
す
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全日本女子バレーボールチームが、８月９日～16

日までの８日間、町スポーツセンターで強化合宿を

行う。今回は、11月ワールドカップ及びアテネオリ

ンピックの選手選考も兼ねることから厳しい合宿と

なるとのこと。

注目選手は、道内出身の吉原知子・佐々木きみ両

選手のほか、高橋みゆき選手や大山可奈選手など日

本トップ選手。練習は、午後に一般公開され、目の

前で日本最高峰の練習が見学できる。また、地元小

中学生へのバレー教室も１０日に予定され、関係者

は是非この機会に子どもたちに大きな夢を与えてく

れればと期待を寄せている。

詳しくは、苫前町スポーツセンターへ！

あなたの生涯学習応援します！

お問い合わせ･ご相談は･･･

苫前町教育委員会
苫前町公民館　　　５－４０７６

スポーツセンター　５－４５１５

e-mail tph@jasmine.ocn.ne.jp

webｻｲﾄ http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～お詫び～
７月号に掲載しておりました「ジュニアスイミングスクール」

の開催日が８月７日から１２日へ変更となってしまいました。

お詫び申し上げます。

☆期　日 ９月２１日（日） 開会式9：00 ＜小雨決行＞

☆会　場 苫前商業高等学校グランド（スタート・ゴール）

☆参加料 1人２００円（高校生以下は無料）

☆種目等

【マラソンの部】 苫前商業高等学校　⇔　道道小川古丹別線折り返し

距　離 区 分（部 門）

１キロ　 親子の部（６歳までの子と保護者）、小学1年男女の部、小学2年男女の部

２キロ　 小学3年男女の部、小学4年男女の部、小学5年女子の部、小学6年女子の部

３キロ　 小学5年男子の部、小学6年男子の部、中学生女子の部、一般女子の部

５キロ　 中学生男子の部、一般男子の部

【ウオーキングの部】 苫前商業高等学校　⇔　道道小川古丹別線折り返し

距　離 区 分（部 門）

１キロ　 どなたでも参加することができます。

２キロ　 競争ではありませんので、お気軽にご参加ください。

好評のとままえパソコン塾、8月は古丹別小学校でワード（ワープロソフト）基礎コースを開設しま
す。もちろん初心者の方も大歓迎ですので、お気軽にご参加ください。
Word 基礎コース（ワープロ）
会　場 古丹別小学校パソコン室
日　時 8月25日（月）・ 26日（火）・ 27日（水）・28日（木）
時　間 19:00～20:30
定　員 12名
今後の予定

9月 エクセル基礎（古丹別小学校） 10月 一太郎基礎（苫前小学校）
11月 インターネット（苫前小学校） 12月 年賀状作成（苫前小学校）
1月 ワード中級（古丹別小学校） 2月 エクセル中級（苫前小学校）

※予定は変更となる場合がありますのでご了承ください。

とままえパソコン塾のご案内

第26回町民マラソン大会が開催されます

バレーボール全日本女子合宿
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終
戦
当
時
の

引
揚
者
の
方
々
へ

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
（
地
）

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
等

◎
海
外
の
終
結
地
に
お
い
て
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送
り
返
さ

れ
た
も
の

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
及
び

家
族
の
方
が
で
き
ま
す
の
で
、
最

寄
の
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆
留
萌
税
関
支
署

〇
一
六
四
ー
四
二
ー
〇
四
六
七

お年寄りと家族
悩みごと　心配ごとは
札幌 011－251－2525

北海道高齢者総合相談センター

★　海上自衛隊護衛艦　★
体験航海・一般公開

○と　き　８月23日（土）、24日（日）
○ところ　留萌港
○護衛艦　「ちくま」
◎体験航海は乗艦券が必要となります。
◎乗艦券の取り扱い・お問い合わせ先
自衛隊募集事務所 0164－42－4650

お
っ
と
こ
サ
ミ
ッ
ト

参
加
者
募
集

男
女
が
助
け
合
い
な
が
ら
築
い
て

い
く
社
会
を
目
指
し
、
と
り
わ
け
男

性
の
理
解
と
行
動
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
、
男
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
事

業
「
お
っ
と
こ
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。「
人
生
百
年
時
代
を
男

女
で
生
き
る
」
と
題
し
て
の
基
調
講

演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
が
予
定
さ
れ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
の
体
験
も
で
き
る
。

○
日
時

九
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時

○
場
所

留
萌
市
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
　

カ
ク
セ
ン

詳
し
く
は
、
留
萌
支
庁
地
域
政
策

部
環
境
生
活
課
（
〇
一
六
四
‐
四

二
‐
一
五
一
一
）
ま
で

八
月
十
五
日
は

全
国
戦
没
者
追
悼
式

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
日

本
武
道
館
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

正
午
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
、

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、
黙
と
う
を
お

願
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
愛
す
る
「
ふ
る
さ
と
」

を
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う
を
テ
ー
マ

に
、
「
わ
が
ふ
る
さ
と
自
慢
」
と

「
わ
が
ふ
る
さ
と
の
自
然
」
の
北
海

道
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
を
募
集
。
作
品
は

60
秒
に
ま
と
め
、
一
人
一
点
の
み
。

応
募
方
法
は
、「
応
募
票
」
に
必
要

事
項
記
入
の
上
、
作
品
と
一
緒
に

「
北
海
道
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
推

進
委
員
会
事
務
局
へ
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
振
興
課
広

報
広
聴
係
ま
で

『
風
と
風
車
の

ま
ち
づ
く
り
展
』

七
月
一
日
よ
り
役
場
ロ
ビ
ー
に

お
い
て
、
本
町
の
風
力
発
電
記
事

や
雑
誌
と
こ
れ
ま
で
に
表
彰
等
受

賞
関
連
展
示
物
を
公
開
。
八
月
か

ら
は
苫
前
町
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
展

示
す
る
。

３０点以上の資料を展示

８月は
『いじめ体罰
追放強調月間』

です。
留萌人権擁護委員協議会
事務局　留萌市大町２丁目
（旭川地方法務局留萌支局内)

TEL 0164-42-0492

第
３
回
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

Information
お知らせ 

Information
お知らせ 

町
税
の
納
期

８月今
月
は

道
町
民
税
（
第
二
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
二
期
）

介
護
保
険
料
（
第
二
期
）

の
納
入
月
で
す
。

納
期
内
納
入
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

風力発電の売電状況
（町営分）

15年の実績（１月～６月分）
２２，６８５，０２２円

平成15年６月分の実績
・供給電力量
１１９，６１０ｋＷｈ
１，５００，８０５円
（設備利用率７．８１％）

苫前町の交通事故情報
平成15年６月末現在

発生件数　死者数　負傷者数

７件 ０人　　１２人

交通事故死ゼロ日数は

６月30日現在で408日
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当
協
会
で
は
、「
過
労
死
」
等

の
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

仕
事
の
疲
れ
か
ら
く
る
健
康
の

こ
と
、
精
神
的
な
悩
み
や
、
労

災
保
険
の
こ
と
な
ど
の
相
談
に

応
じ
て
お
り
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電
話

で
の
ご
相
談
も
結
構
で
す
。
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会

札
幌
労
災
年
金
相
談
所

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
二
丁
目

０
１
２
０
‐
６
０
３
‐
１
１
４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

小学校・高校入学したお子さんのいる方に、１万円
の祝金を給付。結婚、出産、還暦、銀婚、金婚なども。
留萌管内町村勤労者共済会が管内の中小企業の福利厚
生をサポート。会社単位の加入で会費も会社と従業員
で折半、一人当たり350円と低額。レジャー施設や宿
泊施設での割引特典もある。わずかな掛け金で心のゆ
とりと働きがいのある職場づくりをしてみませんか。
～問い合わせ先～
商工会又は共済会事務局
共済会事務局～留萌支庁内０１６４－４２－１５１１

勤労者サービス事業で
中小企業に福利厚生の特典

お
盆
帰
省
も
交
通
安
全

夏
の
行
楽
期
・
お
盆
帰
省
の
時
期

を
向
か
え
、
交
通
量
も
増
え
、
更
な

る
交
通
事
故
等
の
防
止
を
。

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
着
付
け
る
ゆ
と
り

が
、
身
を
守
る
。」

○
道
路
は
正
し
く
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
の
間
か
ら
の
横
断
は
危
険
な
の
　
　

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
は
自
転
車
の
ラ
イ
ト
を
必
ず
　

つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
渋
滞
で
の
い
ら
い
ら
は
事
故
の
元
、

余
裕
の
運
行
計
画
を

○
疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
憩
を

○
も
し
も
の
時
に
、
あ
な
た
を
守
っ
　
　

て
く
れ
る
も
の
、
そ
れ
が
シ
ー
ト
　

ベ
ル
ト
で
す
。

「
災
害
に
備
え
て
安
心
我
が
家
の
防
火
」

○
突
然
や
っ
て
く
る
災
害
か
ら
身
を
守
　

る
た
め
、
普
段
か
ら
備
え
を
し
っ
か

り
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
避
難
場
所
の
確
認

・
災
害
時
に
持
ち
出
す
大
切
な
も
の

・
家
族
が
集
ま
る
場
所
や
連
絡
方
法

○
運
転
中
の
災
害
時
に
は
、
次
の
こ
と
　

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
車
を
道
路
の
左
側
に
止
め
る
。

・
ラ
ジ
オ
等
で
地
震
、
被
害
、
道
路
　

情
報
を
確
認
。

・
車
は
道
路
以
外
の
場
所
に
移
動
し
　

て
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。（
エ
ン
ジ
　

ン
は
止
め
、
キ
ー
は
つ
け
た
ま
ま
）

・
交
通
規
制
の
場
合
は
、
現
場
の
警
　

察
官
な
ど
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

羽
幌
警
察
署

苫前町では平成16年度末の供用開始を目指し、排
水設備工事に係る技術の平準化を図るため、指定工
事店制度もしくは類似制度を導入する予定です。指
定工事店の登録には、この技術試験による資格認定
が必要となるため、下記により試験(全道統一）を行
う旨お知らせします。なお、既に登録済みの方は必
要ありません。

第　8 回
北海道排水設備工事責任技術者試験

開 催 地 旭川市（試験・講習とも)
試験日時　平成15年11月5日13：00～15：30
試験会場　トーヨーホテル（旭川市7条通7丁目）
講 習 会 平成15年10月8日10：00～16：00
講習会場　トーヨーホテル（旭川市7条通7丁目）
手 数 料 受験料：3500円　受講料：3000円
受付期間　平成15年9月1日～10日
申込場所　苫前町建設課

４－２２１１　内線283

北
海
道
開
発
局
は
、
道
路

が
生
活
に
必
要
な
物
資
の
輸

送
や
通
勤
な
ど
地
域
社
会
活

動
の
あ
ら
ゆ
る
面
を
支
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
安
全
性
・
信
頼

性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。留

萌
開
発
建
設
部
で
も
期

間
中
、
地
域
の
方
々
や
道
路

利
用
者
な
ど
に
道
路
と
生
活

と
の
関
わ
り
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
く
各
種
の
広
報
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
な
、
災
害
に
強

く
信
頼
性
の
高
い
道
づ
く
り

事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

☆
留
萌
開
発
建
設
部

道
路
第
二
課

働きすぎていませんか？
ご相談ください。

北海道苦情審査委員制度の利用を
北海道の仕事に関して、皆さんからの苦情（ご本人の利害に
係わる苦情）を受け付け、苦情審査委員が中立な立場から、北
海道の業務や制度の内容を調査するなど、苦情の解決に向けて、
個人情報の保護には十分配慮しながら迅速に処理します。
○苦情の担当窓口は、道庁の「道民相談センター」のほか、
各支庁にある「道民相談室」です。
○制度の概要と苦情申立書をセットにしたリーフレットがあり
ますので、郵送希望される方は、下記まで電話で申し込みく
ださい。

北海道総合企画部道民相談センター
〒060－8588 札幌市中央区北3条西6丁目
TEL０１１－２３１－４１１１（内線２３－４２５）
FAX０１１－２３１－８１８１

道
路
防
災
週
間
８
月
25
〜
31
日

排水設備工事責任技術者試験の
お知らせ
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▽
こ
の
た
び
、
広
報
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
▽
広
報
と
い
う
紙

面
を
通
じ
て
、
町
の
情
報
を
皆
様
に

伝
え
る
と
い
う
大
役
を
ど
う
務
め
て

よ
い
か
戸
惑
う
毎
日
で
す
。
▽
皆
様

の
身
近
な
話
題
、
こ
ん
な
情
報
が
ほ

し
い
な
ど
、
ご
意
見
ご
要
望
を
ど
ん

ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ

け
ご
要
望
に
は
、
お
答
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
▽
「
こ
ん
な
良

い
写
真
が
取
れ
た
よ
」
と
投
稿
い
た

だ
い
て
も
OK
！
▽
四
季
折
々
の
苫
前

を
お
伝
え
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆

様
に
愛
読
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
紙

面
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
▽
取
材
は
、
常
に
笑
顔

を
心
が
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
広
報
広
聴
係
　
本
田
）

編
集
雑
記
帳

人 の う ご き

◎人口／４，３６７人　（－　４）
男／２，０６５人　（±　０）
女／２，３０６人　（－　４）

◎世帯／１，７９６世帯（±　０）

６月３０日現在（ ）内前月比

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育
所

（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の
園
児

や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

九
月
号
の
予
定
は
力
昼
小
学
校
の

生
徒
の
み
な
さ
ん
で
す
。

苫前中学校の児童の作品

「セロひきのゴーシュ」

猫とゴーシュ
の配置を工夫
してみました。

２年

小島　夏子さん

「愛鳥週間」

色の使い方を
工夫して背景
をうまくかけ
ました。

３年

太田　卓実くん

「セロひきのゴーシュ」

猫の顔を集中
してできまし
た。猫の目や
まゆを見ても
らいたいです。

２年

坂下　琴美さん

バランスよく
いってよかっ
たです。はね
るところもう
まくできまし
た。

１年

菊地　和也くん

「セロひきのゴーシュ」

色つけが思っ
た以上にうま
くいって、け
っこういい作
品ができたと
思います。

２年

小笠原宏一くん

「成長」という
字は、とても
むずかしかっ
たです。でも、
この作品は自
分的によく出
来ました。

１年

星野くるみさん

「デザイン画」

色を変えるのがむずか
しかったです。できあ
がりがよかったので、
とってもよかったと思います。

１年

太田あすみさん

「デザイン画」

デザインをきめるの
と、色をぬるのを頑
張りました。うまく
いってよかったです。

１年

小澤　春菜さん


